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台風18号・21号災害！早期復旧や被災者支援決まる………３

ここが聞きたい！一般質問（18議員が市政を問う）…８～17
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若者と福知山の未来を語る
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主な内容京都府中丹勤労者福祉会館
2階　中会議室
（福知山市昭和新町105）

議会報告会を開催します
日時

場所

平成30年2月19日（月）
午後7時から

どなたでも御参加いただけます。（※事前の申し込みは不要です）

１１月30日に議
会

報告会を開催し
ま

した（関連記事P20
）

2議会だより議会だより
ふくちやまし

議会だより議会だより議会だより 2 018

福知山城 福知山市イメージキャラクター
ドッコちゃん

福知山市イメージキャラクター
ドッコちゃん

福知山市イメージキャラクター
ドッコちゃん
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定
例
会
・
臨
時
会

　

12
月
１
日
か
ら
12
月
25
日
ま
で
の
25

日
間
に
わ
た
っ
て
12
月
定
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、遷
喬
小
学
校
教

室
棟
増
築
事
業
、内
水
対
策
で
あ
る
排

水
ポ
ン
プ
車
購
入
事
業
、保
育
士
の
処

遇
改
善
の
た
め
の
保
育
所
委
託
事
業
、

由
良
川
築
堤
計
画
と
合
わ
せ
た
川
北
橋

の
改
修
工
事
、人
件
費
な
ど
を
含
む
補

正
予
算
、「
手
話
言
語
及
び
障
害
の
あ
る

人
の
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
促
進

条
例
」の
制
定
、教
育
集
会
所
な
ど
の
指

定
管
理
者
の
指
定
な
ど
25
議
案
が
市
長

か
ら
提
案
さ
れ
、25
日
に
全
議
案
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、一
般
質
問
は
、12
日
〜
14
日
の

３
日
間
で
行
わ
れ
、18
人
の
議
員
が
質

問
を
行
い
ま
し
た
。な
お
今
回
か
ら
、分

か
り
や
す
い
議
会
運
営
を
目
指
し
議
会

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
一
環
と
し
て
、ス
ク
リ
ー
ン

に
資
料
を
投
影
す
る
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。（
質
問
内
容
は
Ｐ
８
〜
17
を
御

覧
く
だ
さ
い
。）

　

請
願
に
つ
い
て
は
、１
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

（
内
容
は
Ｐ
５
を
御
覧
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、本
会
議
に
は
、延
べ
56
人
の
傍

聴
が
あ
り
ま
し
た
。

　

12月定例会で決まった主な案件 （万円未満切捨）
平成29年度一般会計補正予算（第6号） 
○遷喬小学校教室棟増築事業（教室４室増築） 2億1050万円
○排水ポンプ車購入事業（降雨による内水被害対策として１台購入） 5009万円
○保育所委託事業（技能・経験に応じた保育士処遇改善の制度など） １億21万円
○社会福祉法人施設整備補助事業（多床室の間仕切り改修） 3359万円
○石原土地区画整理事業特別会計繰出金（一般保留地の価格改定に伴う繰出金） 7379万円
○人件費補正（給与改定や採用・退職などに伴う人件費の過不足調整） △159万円

平成29年度特別会計・企業会計補正予算
○国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）他７件 1241万円
（人件費補正、上下水道事業委託拡大支援事業の債務負担行為設定など）

条　例
○福知山市手話言語及び障害のある人の多様なコミュニケーション促進条例の制定
○福知山市一般職職員の給与に関する条例他４件の一部改正

その他
○公の施設に係る指定管理者の指定　（芦田均記念館、新庄・上小田・一ノ宮・東堀教育
集会所）
○公の施設に係る指定管理者の指定期間の変更（新町文化センター）
○訴えの提起（裁判上の和解を含む。）、損害賠償の額、土地改良事業の施行他１件  

議員提出議案
○財政状況の改善を提案する決議（※Ｐ7に要約掲載）
○議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正（期末手当の引き上げ）

「手話言語及び障害のある人の
多様なコミュニケーション促進条例」を可決
早期対応を必要とする台風18号・21号の
被災者支援などを可決（11月臨時会）

　

12
月
定
例
会
・
11
月
臨
時
会

一日も早い被災者支援のため、11月７日に臨時会を開催し、台風18号・21号
の被災者支援や災害復旧費の補正予算など５議案を原案どおり可決しました。

11 月
臨時会
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予
算
審
査
委
員
会

小
学
校
教
室
の
増
築

排
水
ポ
ン
プ
車

購
入
事
業
な
ど

           　

全
26
事
業

消
防
統
合
車
庫
詰
所
整
備
の

見
通
し
は

問　

大
正
分
団
お
よ
び
中
夜
久
野

分
団
の
統
合
車
庫
詰
所
の
新
設
す

る
場
所
は
。

答　

大
正
分
団
に
つ
い
て
は
、
本

堀
と
東
堀
の
建
物
を
解
体
、
水
内

の
建
物
は
部
分
改
修
し
て
土
地
所

有
者
に
返
還
し
、
統
合
車
庫
詰
所

を
東
小
谷
ヶ
丘
地
内
に
新
設
す
る
。

中
夜
久
野
分
団
は
、
末
の
建
物
を

解
体
し
、
高
内
と
大
油
子
お
よ
び

小
倉
の
建
物
は
部
分
改
修
し
て
土

地
所
有
者
に
返
還
し
、
統
合
車
庫

詰
所
を
高
内
地
内
に
新
設
す
る
。

新
町
文
化
セ
ン
タ
ー

今
後
の
使
用
は

問　

新
町
文
化
セ
ン
タ
ー
建
物
の

耐
震
化
お
よ
び
指
定
管
理
施
設
と

し
て
使
用
す
る
理
由
は
。

答　

セ
ン
タ
ー
は
、
耐
震
改
修
促

進
法
に
よ
る
耐
震
診
断
の
義
務
付

け
対
象
建
築
物
で
は
な
い
た
め
、

調
査
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
と

建
物
の
所
有
者
か
ら
聞
い
て
い
る
。

新
町
文
化
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
が
、
文
化
協
会
お
よ

び
傘
下
の
団
体
の
利
用
に
限
定
さ

れ
る
た
め
、
期
限
を
区
切
っ
て
建

物
を
使
用
す
る
こ
と
は
法
的
に
は

問
題
が
な
い
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

文
化
芸
術
振
興
基
本
方
針
の
策
定

の
中
で
文
化
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
検
討
し
、
機
能
移
転
の
方

向
を
考
え
て
い
く
。

遷
喬
小
学
校

教
室
棟
増
築
の
効
果
は

問　

今
後
の
児
童
数
の
予
測
と
今

後
の
教
室
利
用
の
見
通
し
は
。

答　

児
童
数
は
平
成
29
年
５
月
１

日
時
点
で
３
１
０
人
、
平
成
31
年

度
の
見
込
み
で
は
３
４
６
人
と
な

り
、
そ
の
後
も
増
加
傾
向
が
続
く

予
測
で
あ
る
。
現
在
は
音
楽
室
、

図
工
室
、
図
工
準
備
室
を
教
室
に

転
用
し
て
い
る
が
、
普
通
教
室
を

４
室
増
設
す
る
こ
と
で
、
音
楽
室

な
ど
の
特
別
教
室
と
し
て
の
利
用

が
再
開
で
き
る
と
と
も
に
、
学
級

数
の
増
加
に
も
対
応
で
き
る
。

排
水
ポ
ン
プ
車
の
概
要
は

問　

予
定
し
て
い
る
排
水
ポ
ン
プ

車
の
概
要
と
購
入
の
方
法
は
。

答　

毎
分
30
ト
ン
の
処
理
が
可
能

な
11
ト
ン
車
で
、
国
土
交
通
省
や

京
都
府
、
下
水
道
課
で
購
入
し
て

い
る
も
の
と
同
じ
基
準
の
も
の
で

あ
る
。
購
入
に
つ
い
て
は
、
最
適

な
方
法
で
入
札
を
実
施
し
た
い
。

　
　
　
　

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

■
予
算
審
査
委
員
会

大正分団統合車庫詰所建設予定地
（東小谷ヶ丘地内）

排水ポンプ車（イメージ）

災
害
見
舞
金
は

問　

床
下
浸
水
被
害
へ
の
対
応
の

見
通
し
は
。

答　

災
害
見
舞
金
制
度
は
床
上
浸

水
以
上
の
被
害
を
対
象
と
し
て
お

り
、
過
去
の
災
害
で
は
、
床
下
浸

水
被
害
に
対
し
て
は
義
援
金
で
対

応
し
て
き
た
。
今
回
の
災
害
に
つ

い
て
は
、
今
後
募
集
す
る
義
援
金

の
額
に
応
じ
て
配
分
が
可
能
か
配

分
委
員
会
に
お
い
て
対
応
を
検
討

す
る
。

ど
う
す
る

河
川
敷
運
動
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

問　

猪
崎
河
川
敷
運
動
広
場
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
復
旧
後
の
利
用
は
。

答　

今
回
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
臨

時
駐
車
場
と
し
て
利
用
が
可
能
な

状
態
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
利
用
が
で
き

る
よ
う
復
旧
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

中
小
企
業
者
災
害
復
旧

緊
急
支
援
事
業

問　

補
助
金
額
の
算
定
根
拠
は
。

答　

平
成
26
年
８
月
豪
雨
時
に
お

け
る
申
請
内
容
を
参
考
に
、
１
件

あ
た
り
の
補
助
金
額
を
70
万
円
と

試
算
し
て
い
る
。
現
在
判
明
し
て

い
る
被
災
事
業
者
は
34
件
で
あ

る
が
、
今
後
も
増
加
す
る
こ
と

を
考
慮
し
40
件
と
想
定
し
、
計

２
８
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

林
地
保
全
事
業

補
助
率
２
分
の
１
以
内

問　

補
助
要
件
と
な
る
対
象
事
業

の
規
模
は
。

答　

地
元
自
治
会
な
ど
が
主
体
で

施
工
さ
れ
る
１
０
０
万
円
以
上
の

抑
止
工
事
を
対
象
と
し
、
補
助
率

は
２
分
の
１
以
内
で
補
助
金
額
の

上
限
は
１
件
に
つ
き
１
０
０
万
円

で
あ
る
。
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

災害直後の猪崎河川敷運動広場グラウンド

　
　

 
台
風
18
号
・
21
号
災
害
関
係

　
　
　
　

早
期
復
旧
や
被
災
者
支
援
決
ま
る

11　月
臨時会

12
月
定
例
会
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委
員
会
審
査
報
告

　

 

総
務
防
災
委
員
会

特
別
職
、
一
般
職
な
ど
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問　

期
末
手
当
お
よ
び
給
与
の
改

定
で
人
件
費
は
ど
の
程
度
変
動
す

る
の
か
。

答　

特
別
職
（
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
）、
一
般
職
に
お
い
て
、

年
間
約
４
万
円
前
後
の
増
額
と
な

る
。　
　

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

公
立
大
学
法
人
福
知
山
公
立
大
学

定
款
の
変
更

問　

定
款
変
更
の
背
景
は
何
か
。

答　

地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
監
事
の

機
能
強
化
、
内
部
統
制
体
制
の
整

備
、
設
立
団
体
の
長
（
福
知
山
市

長
）
か
ら
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

 

市
民
地
域
委
員
会

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

問　

非
公
募
で
あ
る
の
に
募
集
要

項
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

答　

第
三
者
評
価
委
員
会
の
指
導

概
要
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て

行
っ
た
も
の
だ
。

問　

現
在
の
指
定
管
理
者
で
あ
る

芦
田
均
元
首
相
顕
彰
会
の
「
記
念

館
維
持
管
理
会
計
報
告
」
に
関
し

て
、
繰
越
金
が
年
度
で
一
致
し
て

い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　

次
年
度
で
支
払
う
３
月
分
の

人
件
費
と
光
熱
費
が
次
年
度
報
告

に
は
含
ま
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、

会
計
処
理
と
し
て
は
問
題
な
い
。　

　
　
　
　

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

問　

平
成
29
年
度
で
廃
止
す
る
予

定
で
あ
っ
た
新
町
文
化
セ
ン
タ
ー

を
延
長
す
る
理
由
は
。

答　

新
町
文
化
セ
ン
タ
ー
が
入
る

予
定
で
あ
っ
た
厚
生
会
館
の
改
修

計
画
を
一
旦
立
ち
止
ま
っ
て
再
思

考
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ

る
。　
　

  （
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

 

教
育
厚
生
委
員
会

手
話
言
語
お
よ
び
障
害
の
あ
る
人

の
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

促
進
条
例
の
制
定

問　
災
害
時
の
情
報
発
信
の
改
善
は
。

答　

情
報
発
信
、
避
難
、
避
難
後

の
支
援
な
ど
に
課
題
が
あ
る
。
市

役
所
の
各
階
に
手
話
が
で
き
る
職

員
の
配
置
な
ど
工
夫
し
て
い
る
が
、

マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
が
課
題
だ
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例

制
定
の
自
治
体
数
は
。

答　

全
国
で
現
在
15
自
治
体
だ
。

教
育
集
会
所
の
指
定
管
理
に
つ
い

て（
東
堀
、上
小
田
、新
庄
、一ノ
宮

の
４
集
会
所
）

問　

敷
地
面
積
も
さ
ま
ざ
ま
だ
が

管
理
料
が
同
じ
な
の
は
な
ぜ
か
。

答　

ほ
ぼ
人
件
費
に
充
て
ら
れ
て

い
る
た
め
だ
。

問　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
と
の
関
連
は
ど
う
か
。

答　

市
全
体
で
統
廃
合
の
検
討
を

進
め
る
必
要
は
あ
る
が
、
地
元
に

相
談
す
る
段
階
に
は
な
い
。

市
立
学
校
設
置
条
例
の
改
正

問　

統
合
の
協
議
は
問
題
な
い
か
。

答　

六
人
部
の
上
、
中
、
下
の
３

組
織
に
お
い
て
４
月
１
日
開
校
に

む
け
協
議
は
進
ん
で
い
る
。

損
害
賠
償
の
額
に
つ
い
て

問　

草
刈
に
よ
り
小
石
が
飛
ん
で

車
を
傷
つ
け
た
。
同
様
の
こ
と
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
対
策
は
。

答　

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
遵
守
す
る
よ

う
指
導
す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

 

産
業
建
設
委
員
会

訴
え
の
提
起
（
裁
判
上
の
和
解
含

む
。）市
営
住
宅
の
明
け
渡
し
請
求

お
よ
び
家
賃
相
当
損
害
金
な
ど
の

支
払
い
請
求

問　

滞
納
が
発
生
し
て
か
ら
３
年

以
上
が
経
過
し
て
い
る
が
、
こ
の

間
の
対
応
状
況
は
。

答　

市
営
住
宅
家
賃
滞
納
整
理
事

務
要
綱
に
基
づ
き
、
裁
判
に
至
る

ま
で
に
文
書
や
訪
問
な
ど
に
よ
る

段
階
的
な
督
促
を
行
っ
て
き
た
。

当
該
対
象
者
に
お
い
て
も
、
こ
の

３
年
間
で
複
数
回
に
わ
た
る
文
書

指
導
、
臨
戸
訪
問
、
保
証
人
に
対

す
る
指
導
な
ど
を
経
て
、
今
回
訴

え
の
提
起
に
至
っ
た
も
の
だ
。

土
地
改
良
事
業
の
施
行

台
風
21
号
被
害
に
よ
る
、
農
地
、

農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
事
業

問　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
工

期
は
。

答　

国
の
災
害
査
定
が
完
了
し
た

後
に
、
実
施
設
計
を
行
い
、
順
調

に
行
け
ば
２
月
頃
か
ら
工
事
に
入

る
こ
と
に
な
る
。
大
規
模
な
工
事

を
除
き
、
基
本
的
に
は
来
年
度
の

作
付
け
に
間
に
合
う
よ
う
に
復
旧

工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

近
年
、
災
害
が
発
生
す
る
た

び
に
、
揚
水
機
の
復
旧
工
事
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
が
、
水
に
つ
か

ら
な
い
よ
う
な
施
工
を
検
討
で
き

な
い
か
。

答　

災
害
復
旧
事
業
の
中
で
は
、

揚
水
機
の
嵩
上
げ
な
ど
が
認
め
ら

れ
て
お
ら
ず
、
操
作
性
や
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
の
工
事
も
必
要

と
な
る
。
地
域
に
も
新
た
な
事
業

費
負
担
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
現
時
点
で
は
、
原
形
復
旧
を

基
本
と
し
た
施
工
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

12
月
定
例
会　

委
員
会
審
査
報
告

議
案
審
査

手話で窓口対応

福知山公立大学
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請
願
・
討
論

11月臨時会

12月定例会

討　　論

議第78号～議第82号 平成29年度一般会計補正予算（第５号）ほか

台風災害への迅速な予算対応を評価する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野　田　勝　康
　平成29年第6回福知山市議会臨時議会に上程された、議第78号平成29年度福知山市一般会計補正予算（第5号）から、
議第82号土地改良事業の施行についてまでの全5議案は、全て、台風18号および21号災害に関連した予算である。執行部
の速やかな予算査定と国府への働きかけに対して、全議案賛成である。

議案第83・84・85・89・91・92・93・94号　
平成29年度一般会計補正予算（第６号）ほか

住民の合意は得られない　　荒　川　浩　司
　本市の財政は危機的状態にある。原因の半分は行政で
ある。本来なら身を切る改革があっても良いが、市職員の
不祥事による損失金が発生しても補填も無く責任を取ら
ずに、借金のツケを住民に押し付けている形である。今、
市は住民と行政の協働によるまちづくりを提唱しているが、
住民の合意を得ることは難しいと考える。

議第83号　平成29年度一般会計補正予算（第６号）

　　　   ４教育集会所の指定管理料の見直しを
金　澤　　　徹

　一般会計補正予算は、内水被害対策として、大江に排
水ポンプ車の配備、遷喬小学校の増築事業などは市民
の願いを実現され、評価できる。しかし、４教育集会所に
係る指定管理料の債務負担行為は施設の形態が異なっ
ても長期にわたり同額で、同規模な施設と比べ高額であ
り、財政見地からも見直しが必要であり、反対である。

議第83号～議第107号の全議案
福知山市手話言語及び障害のある人の多様なコミュニ
ケーション促進条例制定ほか

「手話は言語である」　　　  井　上　　　修
　市所有の排水ポンプ車２台から３台への増車は、市民
が安心して安全に暮らせるまちづくりにはかかせないこと
から評価する。議第95号は、本市議会では平成26年9月
に手話言語条例制定を求める請願を採択している。本市
は手話言語条例にとどまらず、手話言語条例及び障害の
ある人の多様なコミュニケション促進条例へ充実を図ら
れたものであり、おおいに評価し賛同する。

賛　成

反　対

市会発議第４号　福知山市議会の議員の議員報酬
及び費用弁償等に関する条例の一部改正

　　　　財政危機の責任の半分は議会にある
荒　川　浩　司

　福知山市の財政危機の責任の半分は議会にある。これ
までも、行政から提案された不十分な議案についても賛
成多数で議案を通してきた経緯がある。議会としての行
政チェックが甘かったことは明白である。この様な状況の
中で、住民の方の合意は得られない。以上の様な理由で、
現場においての議員報酬の引き上げは認められない。

反　対

反　対

請願　小中学生の給食費の無償化を求める請願

　　　　給食も教育として無償化すべき
 紀　氏　百合子

　教育基本法、学校給食法において、学校給食は食育と
いう教育の一環である。平成17年には食育基本法の制定
で食育の強化が求められている。義務教育無償化のもと
では学校給食も本来は無償であるべきだ。また保護者負
担の軽減は子育てしやすいまちとして人口減少に歯止め
をかける対策としてもきわめて有効だ。

賛　成

請願　小中学生の給食費の無償化を求める請願

　　　　財政上の課題から慎重な判断が必要
吉　見　茂　久

　本市のまちづくり全体を考え、各分野に施策が講じら
れている。ただ、財政上の課題から、今、何が必要な施策
なのか、何が効果的なのか、将来世代に負担が及ばない
ように総合的に検討する中で取り組む必要がある。これ
からの子育てや教育に必要な請願であるが、毎年、大き
な財源が必要とされ、無償化は慎重になるべきである。

反　対

賛　成

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
請
願
審
査

請
願
第
２
号

小
中
学
生
の
給
食
費
の

無
償
化
を
求
め
る
請
願

■
請
願
者

福
知
山
の
子
ど
も
と
教
育
を
考

え
る
会
（
福
知
山
教
育
ネ
ッ
ト
）

代
表　

夜
久　

弘
明　

氏

■
紹
介
議
員

紀
氏　

百
合
子　

議
員

金
澤　
　

徹　
　

議
員

塩
見　

卯
太
郎　

議
員

■
目　
　

的

　

子
ど
も
の
貧
困
率
が
増
大
し

格
差
が
い
っ
そ
う
進
む
今
日
、

子
育
て
に
か
か
る
保
護
者
の
負

担
を
軽
減
し
、
子
育
て
し
や
す

い
市
に
な
る
こ
と
が
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
有
効
な
施

策
で
あ
る
。

　

子
育
て
支
援
や
教
育
予
算
の

増
額
で
、
子
育
て
世
代
か
ら
福

知
山
市
が
選
ば
れ
る
子
育
て
施

策
の
充
実
を
図
ら
れ
る
こ
と
を

願
い
、
福
知
山
市
の
小
中
学
生

の
給
食
費
の
無
償
化
の
実
現
を

求
め
る
。

■
議
決
結
果

不
採
択
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議
決
結
果
・
賛
否
一
覧

■議員別議案賛否一覧表（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

議
決
結
果

日本共産党
市会議員団

福知山
市議会
公明党

福知山
未来の会 蒼士会 大志

の会 新政会
無
会
派

紀
氏
百
合
子

塩
見
卯
太
郎

𠮷
見　

純
男

大
槻
富
美
子

金
澤　
　

徹

吉
見　

茂
久

足
立　

伸
一

森
下　

賢
司

芦
田　

眞
弘

奥
藤　
　

晃

木
戸　

正
隆

田
中　

法
男

野
田　

勝
康

髙
橋　

正
樹

塩
見　
　

聡

田
渕　

裕
二

桐
村　

一
彦

西
田　

信
吾

高
宮　

辰
郎

藤
田　
　

守

井
上　
　

修

柴
田　
　

実

竹
本　

和
也

中
嶋　
　

守

荒
川　

浩
司

議第83号 平成29年度一般会計補正予算
（第６号）

可
決× × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第84号 平成29年度国民健康保険事業
特別会計補正予算（第２号）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第85号 平成29年度国民健康保険診療
所費特別会計補正予算（第１号）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第89号 平成29年度後期高齢者医療事
業特別会計補正予算（第１号）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第90号 平成２９年度水道事業会計補正
予算（第２号）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第91号 平成２９年度下水道事業会計補
正予算（第２号）

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第92号
福知山市長、副市長、教育長及
び上下水道事業管理者の給与
に関する条例の一部改正

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第93号 福知山市一般職職員の給与に
関する条例の一部改正

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第94号 福知山市病院事業管理者の給
与に関する条例の一部改正

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

市会発議
第４号

福知山市議会の議員の議員報
酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

請願第2号 小中学生の給食費の無償化を
求める請願

不
採
択
○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × 欠 × × × × × × × ×

○：議案に対して賛成　　×：議案に対して反対　　－：棄権　　欠：欠席
※大谷洋介議員（公明党）議長職のため表決に加わっていません。
※所属会派は12月末現在

会派別議員名（議決結果）

議　案

議第78号 平成29年度一般会計補正予算（第５号）

議第79号 平成29年度農業集落排水施設事業特別会
計補正予算（第１号）

議第80号 平成29年度下水道事業会計補正予算（第１号）
議第81号 財政調整基金の繰入れについて
議第82号 土地改良事業の施行について

議第86号 平成29年度農業集落排水施設事業特別会
計補正予算（第２号）

議第87号 平成29年度福知山都市計画事業石原土地
区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

議第88号 平成29年度介護保険事業特別会計補正予算
（第２号）

議第95号 福知山市手話言語及び障害のある人の多様
なコミュニケーション促進条例制定

議第96号 福知山市立学校設置条例の一部改正
議第97号 福知山市営住宅条例の一部改正

議第98号 公の施設に係る指定管理者の指定（芦田均記念館）

議第99号 公の施設に係る指定管理者の指定（新庄教
育集会所）

議第100号 公の施設に係る指定管理者の指定（上小田
教育集会所）

議第101号 公の施設に係る指定管理者の指定（一ノ宮
教育集会所）

議第102号 公の施設に係る指定管理者の指定（東堀教
育集会所）

議第103号 公の施設に係る指定管理者の指定期間の変更
（新町文化センター）

議第104号 訴えの提起（裁判上の和解を含む。）
議第105号 損害賠償の額
議第106号 土地改良事業の施行
議第107号 公立大学法人福知山公立大学定款の変更
市会発議第3号 福知山市の財政状況の改善を提案する決議

11月臨時会・12月定例会の議決結果について
　　■全員賛成で可決となった議案
11月
臨時会

12月
定例会
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決
議
・
３
月
予
定

２月 23日（金）本会議〔施政方針、提案理由の説明（新年度予算）〕
３月 5日（月）本会議〔質疑～委員会付託（新年度予算）、
 　　　　　追加提案理由の説明（補正予算、条例等）、代表質問〕
 6日（火）本会議〔質疑～委員会付託（補正予算、条例等）、代表質問〕
 7日（水）各所管別委員会〔条例・その他〕
 8日（木）予算審査委員会〔補正・新年度予算〕（総務防災関係）
 9日（金）予算審査委員会〔補正・新年度予算〕（市民地域関係）
 12日（月）予算審査委員会〔補正・新年度予算〕（教育厚生関係）
 13日（火）予算審査委員会〔補正・新年度予算〕（産業建設関係）
 14日（水）予算審査委員会〔補正・新年度予算〕（予備日）
 20日（火）予算審査委員会〔新年度予算〕（総括質疑）
 23日（金）予算審査委員会〔補正・新年度予算〕（自由討議・討論・採決）
 28日（水）本会議〔委員長報告～採決〕

ふくちやまし
議会だよりを
スマホで読めます。

※アプリは無料ですが、通信費は回線
ごとの負担になります。

※広告が表示されますが、本市議会と
は関係ありません。

※マチイロに関する問い合わせは（株）
ホープ（TEL 092-716-1404）まで

「提案」「行動」「実現」する！！　～確かな未来のために～
　福知山市議会では、今後、危機的な状況が予測される市の財政状況について、改善を求める決議を、
12月定例会で可決しました。

福知山市の財政状況の改善を求める決議（要約）
　平成28年度決算審査を通じて、今後は以下の点に特に留意して、平成30年度予算編成に反映
させるとともに、より一層の行財政改革を行い、財政改善を推し進められるよう強く求める。

１　経常収支比率の改善計画と中・長期目標を設定すること。
２　事業の削減などを進め、効率的な事業構成を図るとともに、市職員の超過勤務の削減に努
めるなど労働環境を整備すること。

３　大規模な投資及び追加投資には慎重な検討と市議会に丁寧な説明をすること。
４　歳出の縮減のみに偏らず、歳入の確保に寄与する政策を推し進めるとともに、国に対して
は財源保障の充実を求め、安定した財政構成を目指すこと。

全文は福知山市議会ホームページを御覧ください。

ふくちやまし議会だより№115の記事の中に誤りがありましたので、次のとおり訂正し、お詫びいたします。
８ページ　１段目　議案審査　教育厚生員会  （誤）　中六人部に中型２台、上六人部に中型１台、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（正）　上六人部に中型２台、中六人部に中型１台
10ページ　議決結果　議第52号 　　 　　 　　（誤）　損害賠償の額　　→　（正）　土地改良事業の施行

お詫び

※この会議予定は、今後変更になる場合があります。また、このほかに、全議員協議
会などの会議を随時開催します。

市議会への
意見を

お聞かせください

市議会への意見を
　　　お聞かせいただく
「市民の声メールフォーム」
を福知山市議会ホームペ
ージに開設しております。
議会に対する御意見など
をお寄せください。

福知山市議会ホームページ
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一
般
質
問

ここが聞きたい！  12月定例会
一 般 質 問

各会派から18議員が質問に登壇！

１．蒼士会
　　野田　勝康  議員
２．大志の会
　　高宮　辰郎  議員
３．新政会
　　中嶋　　守  議員

４．日本共産党福知山市会議員団
　　𠮷見　純男  議員
５．福知山市議会公明党
　　吉見　茂久  議員
６．福知山未来の会
　　森下　賢司  議員
７．無会派
　　荒川　浩司  議員
８．日本共産党福知山市会議員団
　　塩見卯太郎  議員

９．蒼士会
　　塩見　　聡  議員
10．日本共産党福知山市会議員団
　　紀氏百合子  議員
11．新政会
　　藤田　　守  議員
12．福知山市議会公明党
　　足立　伸一  議員
13．大志の会
　　西田　信吾  議員

14．大志の会
　　桐村　一彦  議員
15．日本共産党福知山市会議員団
　　大槻富美子  議員
16．蒼士会
　　田渕　裕二  議員
17．蒼士会
　　髙橋　正樹  議員
18．新政会
　　柴田　　実  議員

質問議員

※所属会派は 12月末現在
※この一般質問の掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。

福知山市の財政をどう立て直すか
財政構造健全化に向け改革を進める

問　

経
常
収
支
比
率
を
、
家

庭
の
収
支
を
事
例
と
し
て
説

明
す
る
と
ど
う
な
る
か
。

答　

夫
婦
の
給
与
を
分
母
と

し
、
住
宅
ロ
ー
ン
や
水
道
光

熱
費
、
食
費
な
ど
の
生
活
費

を
分
子
と
し
て
、
分
子
を
分

母
で
割
っ
た
数
字
の
こ
と
で

あ
る
。　
　
　
　

（
市
長
）

問　

福
知
山
市
の
場
合
に
置

き
換
え
る
と
、
市
税
や
普
通

交
付
税
な
ど
の
経
常
収
入
を

分
母
と
し
、
人
件
費
、
公
債

費
、
扶
助
費
な
ど
の
経
常
支

出
を
分
子
と
し
て
割
る
と
、

そ
の
数
値
が
、
平
成
22
年
度

か
ら
一
貫
し
て
悪
化
し
て
い

る
が
、
こ
の
様
な
状
態
に
至

っ
た
原
因
は
何
か
。

答　

分
母
で
あ
る
経
常
収
入

が
１
％
減
少
す
る
一
方
、
分

子
で
あ
る
経
常
支
出
が
14
・

９
％
増
加
し
た
こ
と
が
主
な

理
由
で
あ
る
。

問　

類
似
団
体
で
は
、
平
成

19
年
か
ら
平
成
27
年
に
か
け

て
、
む
し
ろ
こ
の
経
常
収
支

比
率
が
低
下
傾
向
に
あ
る
。

今
後
、
福
知
山
市
は
、
こ
の

財
政
状
況
を
示
す
経
常
収
支

比
率
を
ど
う
や
っ
て
改
善
し
、

健
全
な
財
政
状
況
に
し
て
く

の
か
。

答
「
福
知
山
市
財
政
構
造
健

全
化
指
針
」に
基
づ
き
、「
歳

入
増
へ
の
改
革
」
、
「
歳
出

の
削
減
」
、
「
歳
入
・
歳
出

両
面
の
改
善
と
改
革
」
を
推

し
進
め
る
。
（
財
務
部
長
）

・福知山市の自治体業務量の変化と職員負担
について
・将来の福知山市の目指すべき姿は

その他の質問

　　蒼士会
野田　勝康  議員

80

84

88

92

96

100
（％）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28（年度）

福知山市

類似団体

経常収支比率の福知山市と類似団体比較

福知山市と類似団体との経常収支比率の比較グラフ
※類似団体とは、福知山市と人口・市域面積・産業構造などが似
かよった自治体

Q

A
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一
般
質
問

　　　　　　大志の会
高宮　辰郎  議員

大江地域に排水ポンプ場の築造を
内水被害軽減対策を検討していく

問　

平
成
27
年
に
は
由
良
川

緊
急
水
防
災
事
業
が
完
了
し
、

大
江
地
域
で
は
輪
中
堤
が
一

応
の
完
成
を
見
た
。
し
か
し
、

輪
中
堤
が
完
成
し
た
今
も
、

台
風
21
号
に
よ
り
、
大
江
地

域
で
床
上
浸
水
36
棟
、
床
下

浸
水
30
棟
の
被
害
状
況
と

な
っ
た
。
常
に
浸
水
被
害
に

遭
っ
て
い
る
地
域
の
た
め
に

も
、
最
後
の
手
段
、
手
法
で

あ
る
大
江
地
域
の
排
水
機
場

の
設
置
に
つ
い
て
国
交
省
に

要
望
で
き
な
い
か
。

答　

由
良
川
下
流
部
緊
急
水

防
災
対
策
の
完
了
に
伴
い
、

内
水
被
害
の
軽
減
対
策
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、
排
水

ポ
ン
プ
場
の
設
置
や
排
水
ポ

ン
プ
車
の
配
備
が
有
効
で
あ

る
こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
、
内
水
被

害
の
軽
減
対
策
を
国
土
交
通

省
お
よ
び
京
都
府
な
ど
に
要

望
し
て
い
く
と
と
も
に
、
国

土
交
通
省
お
よ
び
支
川
管
理

者
と
連
携
し
内
水
対
策
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
長
）

　

現
在
本
議
会
に
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
排
水
ポ

ン
プ
車
１
台
に
つ
い
て
は
、

台
風
21
号
の
道
路
冠
水
の
状

況
を
踏
ま
え
、
当
面
大
江
地

域
に
配
備
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（
土
木
建
設
部
長
）

・学び育む環境づくりのために
・市民のための安心・安全なまちづくり

その他の質問

21号台風接近時のKTR大江駅前浸水の様子

Q

A

　　　　　　新政会
中嶋　　守  議員

住民票等の自動交付機の再移設は
再移設は考えていない

問　

自
動
交
付
機
が
本
庁
か

ら
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
へ
移
設

さ
れ
た
経
過
は
。

答　

市
役
所
か
ら
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
へ
の
移
設
は
、
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
の
拠
点
施
設
と

し
て
の
機
能
強
化
を
図
り
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
目

的
と
し
た
も
の
だ
。（

市
長
）

問　

自
動
交
付
機
の
移
設
前

と
移
設
後
の
証
明
書
発
行
枚

数
や
、
経
費
面
で
の
影
響
の

変
化
は
。

答　

移
設
前
の
平
成
25
年
度

の
発
行
枚
数
は
、
１
万
７
９

０
４
枚
で
、
移
設
後
の
平
成

26
年
度
で
は
１
万
６
０
枚
と

な
り
、
利
用
率
は
15
・
65
％

に
下
が
っ
た
。
平
成
27
年
度

は
１
万
８
２
３
枚
で
16
・
61

％
、
平
成
28
年
度
は
１
万
９

９
２
枚
、
16
・
84
％
で
移
設

前
に
比
べ
10
ポ
イ
ン
ト
近
く

下
が
っ
て
い
る
。

問　

発
行
枚
数
の
減
少
に
つ

い
て
の
分
析
は
。

答　

平
成
９
年
の
設
置
か
ら

15
年
間
市
役
所
に
あ
っ
た
た

め
、
交
流
プ
ラ
ザ
に
移
設
さ

れ
た
こ
と
が
十
分
認
識
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な
要

因
と
考
え
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｒ

不
足
も
影
響
し
て
い
る
と
思

う
の
で
、
広
報
ふ
く
ち
や
ま

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て

Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

　

（
市
民
人
権
環
境
部
長
）

・ＪＲ新駅設置を求める要望書について
・市内の体育施設の現状と老朽化対策について
・親子で体験できる場づくりについて

その他の質問

市民交流プラザ正面玄関横にある自動交付機

Q

A
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まちづくり講座  受講後の実践を
まずは情報共有できる場を提供したい

問　

公
民
館
活
動
は
地
域
づ

く
り
の
ス
キ
ル
や
豊
か
な
人

間
関
係
を
主
体
的
、
実
践
的

に
獲
得
で
き
、
地
域
づ
く
り

の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る

人
材
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
課
題
は
。

答　

少
子
高
齢
化
が
進
行
す

る
中
、
自
治
会
や
公
民
館
な

ど
組
織
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
困
難
な
地
域
も
あ
る
。
ま

た
、
生
活
ス
タ
イ
ル
、
価
値

観
の
多
様
化
で
若
者
の
参
加

が
少
な
い
と
い
う
の
が
課
題

だ
。
今
、
地
域
課
題
解
決
に

向
け
、
住
民
自
治
検
討
会
議

で
意
見
交
換
が
さ
れ
て
い

る
。　
　
　

（
教
育
部
長
）

問　

福
知
山
市
自
治
基
本
条

例
の
周
知
を
図
る
た
め
「
み

ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
講
座
」

を
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
受

講
後
、
学
ん
だ
成
果
を
活
用

す
る
し
く
み
が
必
要
で
は
。

答　

講
座
の
成
果
を
実
践
す

る
し
く
み
が
必
要
と
考
え
て

い
る
が
、
ま
ず
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
市
民
意
識
の

醸
成
を
図
り
、
市
民
協
働
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
か
ら
進
め
て
い
き

た
い
。
そ
の
た
め
に
、
講
座

や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し

て
情
報
提
供
を
行
い
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
お
互
い
に
情
報

共
有
で
き
る
場
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
で
地
域
住
民
の
自

発
的
な
活
動
の
実
践
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

（
市
長
公
室
長
）

・相次ぐ台風襲来への対応と自助・共助体制の強化について
・若者の地域雇用促進に向けた取り組みは
・市内高等学校との連携について
・小中一貫教育校（仮称）三和学園設立に向けて

その他の質問

平成30年４月１日からスタート
福知山市自治基本条例

Q

A
　　福知山市議会公明党

吉見　茂久  議員

　　　日本共産党福知山市会議員団
𠮷見　純男  議員

合併後の全市民が親しめる市歌を
親しまれる市歌に努める

問　

現
在
の
市
歌
は
昭
和
63

年
に
制
定
さ
れ
て
以
来
、
市

民
に
歌
い
つ
が
れ
て
き
た
が
、

こ
の
間
、
福
知
山
市
は
大
き

く
変
化
を
し
た
。
市
長
は

「
新
し
い
時
代
の
福
知
山
市

に
取
り
組
む
」
と
し
て
、
市

民
の
信
任
を
得
ら
れ
た
。
こ

の
際
、
新
し
い
市
歌
を
制
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

合
併
協
議
会
に
お
い
て
、

「
福
知
山
市
歌
を
新
市
に
継

承
す
る
。
」
と
確
認
さ
れ
て

い
る
。
全
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
も
市

歌
が
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
と
し

て
、
市
民
に
よ
り
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
め
た

い
。　
　
　
　
　

（
市
長
）

問　

歌
詞
に
あ
る
固
有
名
詞

は
、
音
無
瀬
、
長
田
野
、
鬼

城
な
ど
、
市
全
域
を
象
徴
す

る
に
は
広
が
り
に
欠
け
る
。

未
来
に
歌
い
継
が
れ
る
市
歌

の
制
定
に
向
け
て
、
市
民
の

声
な
き
声
を
汲
み
取
る
た
め

に
も
、
現
在
の
市
歌
の
改
善

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

新
た
な
市
歌
制
定
の
計

画
は
な
い
。
し
か
し
、
市
歌

に
限
ら
ず
市
の
花
・
木
な
ど
、

市
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
づ
く
る

も
の
全
般
に
つ
い
て
情
報
収

集
に
努
め
、
福
知
山
市
に
最

も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
形
作

っ
て
い
き
た
い
。

　

（
地
域
振
興
部
長
）

・米国をのぞく環太平洋経済連携協
定での大筋合意（CPTPP：包括
的および先進的環太平洋経済連携
協定）に対する所見を問う
・福知山市の農業振興施策を問う

その他の質問

８万市民の新しい市歌を

Q

A

一
般
質
問
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違法ともとれる業者への対応は
業者に差額分の返還を求める　

問　

該
当
す
る
一
般
廃
棄
物

処
理
業
者
の
平
成
28
年
度
事

業
系
ご
み
処
理
実
績
は
約

13
万
円
。
同
年
の
同
業
者
の

公
共
施
設
一
般
廃
棄
物
委
託

実
績
は
、
約
１
０
４
万
円
。

こ
の
金
額
差
の
理
由
と
業
者

へ
の
対
応
は
。

答　

市
と
業
者
は
、
事
業
系

ご
み
の
契
約
で
あ
る
。
し
か

し
業
者
は
家
庭
系
ご
み
で
処

理
し
て
い
た
と
、考
え
ざ
る
を

得
な
い
。業
者
へ
は
差
額
分
の

返
還
を
求
め
る
。  

（
市
長
）

問　

一
般
廃
棄
物
は
本
来
、

事
業
系
ご
み
だ
が
、
な
ぜ
平

成
13
年
か
ら
家
庭
系
ご
み
で

の
処
理
が
さ
れ
て
き
た
の
か
。

行
政
が
黙
認
し
て
い
た
と
し

か
思
え
な
い
が
、
環
境
政
策

室
の
管
理
体
制
は
。

答　

現
在
は
訴
訟
中
で
あ
り
、

裁
判
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　

（
環
境
政
策
室
長
）

問　

今
回
の
不
適
正
な
ご
み

処
理
問
題
は
、
長
年
に
わ
た

る
業
者
の
悪
し
き
慣
習
と
、

当
時
の
行
政
の
管
理
体
制
の

甘
さ
が
招
い
た
も
の
で
あ
り
、

市
に
対
し
て
は
、
職
務
怠
慢

で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
市
長
に
は
、
こ
う
し

た
体
質
を
清
浄
化
し
、
真
面

目
に
働
い
て
い
る
職
員
を
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　

今
後
も
、
不
適
切
な
事

務
処
理
が
あ
れ
ば
、
し
っ
か

り
と
正
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
長
）

・地籍調査で判明した、市の不備により不利益
を被った住民への補償は
・野良猫への無責任なエサやりをされる方への対応は
・福知山新町文化センターの耐震不足に伴う、
来年度の福知山鉄道館ポッポランドの運営は

その他の質問

該当業者の平成２８年度の違法ともとれる処理実績
～最低でも約１０４万円の実績が必要だが、
　　　　　　　　　　　　　約１３万円しかない～

Q

A
　　無会派

荒川　浩司  議員

　　　　　　福知山未来の会
森下　賢司  議員

市周辺部での内水対策の推進を
国や府と連携して検討していく

問　

台
風
21
号
災
害
で
の
内

水
被
害
軽
減
へ
の
対
応
は
。

答　

内
水
被
害
が
発
生
し
た

池
部
地
区
に
国
交
省
排
水
ポ

ン
プ
車
に
出
動
し
て
も
ら
い

被
害
の
軽
減
を
図
っ
た
。

問　

市
周
辺
部
で
の
内
水
対

策
促
進
の
考
え
は
。

答　

国
や
府
に
要
望
す
る
と

と
も
に
国
交
省
や
河
川
管
理

者
と
連
携
し
た
内
水
対
策
を

検
討
す
る
。

問　

由
良
川
右
岸
地
域
や
大

江
地
域
に
排
水
ポ
ン
プ
施
設

設
置
を
望
む
声
が
根
強
い
が
。

答　

排
水
ポ
ン
プ
場
は
内
水

対
策
に
有
効
な
の
で
国
や
府

に
今
後
も
要
望
し
て
い
く
。

問　

今
後
の
排
水
ポ
ン
プ
車

増
車
の
考
え
は
。

答　

今
後
も
国
や
府
に
増
車

を
要
望
し
て
い
く
。
早
め
に

出
動
要
請
し
て
内
水
被
害
軽

減
に
努
め
た
い
。

　
　
　

（
土
木
建
設
部
長
）

問　

浸
水
し
や
す
い
由
良
川

河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
他
の

場
所
に
移
転
で
き
な
い
か
。

答　

用
地
確
保
や
整
備
に
莫

大
な
費
用
が
必
要
で
あ
り
、

移
転
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
　
　

（
地
域
振
興
部
長
）

問　

治
水
対
策
推
進
と
予
算

確
保
へ
の
市
長
の
決
意
は
。

答　

一
日
で
も
早
く
水
害
に

強
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
予

算
確
保
に
向
け
て
し
っ
か
り

要
望
活
動
を
行
う
決
意
だ
。

　
　
　
　
　

（
市
長
）

・市民総がかりで育てるわがまちの大学である
ために
・平成30年度予算編成方針を考える

その他の質問

内水被害を受ける由良川右岸地域。
家屋浸水や府道の冠水が相次ぐ。

Q

A

一
般
質
問
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石原地域など度重なる水害の対策
由良川改修促進と支川対策強める

問　

超
大
型
の
台
風
21
号
に

よ
っ
て
広
範
な
被
害
が
発
生

し
、
石
原
住
宅
地
は
、
平
成

25
年
と
今
回
の
２
回
、
床
上

浸
水
し
た
住
宅
が
あ
っ
た
。

「
台
風
が
接
近
す
る
と
い
つ

も
浸
水
す
る
の
で
は
な
い
か

と
不
安
が
募
り
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
な
い
」
の
声
。
一
刻

も
早
く
改
修
を
求
め
る
声
に

い
か
に
応
え
る
の
か
。

答　

今
回
の
台
風
で
由
良
川

水
位
が
７
・
39
ｍ
ま
で
上
昇

し
、
石
原
で
は
、
堤
防
が
な

い
箇
所
で
内
水
氾
濫
に
よ
り

浸
水
し
た
。
こ
の
災
害
を
受

け
て
、
平
成
30
年
半
ば
の
出

来
る
だ
け
早
い
完
成
を
国
・

府
・
国
会
議
員
に
要
望
し
た
。

ま
た
、
知
事
は
ポ
ン
プ
場
や

ポ
ン
プ
車
の
配
車
な
ど
検
討

課
題
と
表
明
さ
れ
た
。

　

危
険
水
位
の
時
、
業
者
に

依
頼
し
、
大
谷
川
沿
い
に
土

の
う
設
置
と
府
道
の
２
箇
所

の
通
路
に
緊
急
に
大
型
土
の

う
設
置
（
高
さ
１
・
５
ｍ
）

と
仮
設
ポ
ン
プ
を
配
備
す
る
。

今
後
内
水
対
策
協
議
会
を
設

置
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
市
長
、
土
木
建
設
部
長
）

問　

台
風
21
号
で
は
、
氾
濫

危
険
水
位
を
超
え
、
な
お
水

位
が
上
昇
す
る
予
測
か
ら
避

難
指
示
に
「
緊
急
」
を
加
え

て
発
し
た
が
、
受
け
止
め
と

課
題
は
。

答　

国
の
指
針
に
よ
り
、
高

齢
者
避
難
開
始
な
ど
を
明
確

に
す
る
た
め
、
「
緊
急
」
を

加
え
た
。
今
後
も
理
解
と
周

知
、
啓
発
に
努
め
る
。

　
　
　
　

（
危
機
管
理
監
）

・市民の暮らしをしっかり応援する市
政を
・米軍実弾射撃訓練について

その他の質問

　　　日本共産党福知山市会議員団
塩見　卯太郎  議員

由良川水位　最高で７.３９ｍまで上昇

Q

A

財政危険水域、人件費の見直しを
今後は聖域化せず不足の場合見直す

問　

合
併
加
算
が
無
く
な
れ

ば
経
常
収
支
比
率
１
０
１
％

と
な
り
、
平
成
27
年
度
決
算

比
で
、
夕
張
市
や
泉
佐
野
市

に
続
い
て
ワ
ー
ス
ト
５
位
。

１
０
０
％
を
超
え
る
意
味
は
。

答　

こ
の
ま
ま
対
策
を
打
た

な
け
れ
ば
経
常
的
な
支
出
が

経
常
的
な
収
入
で
賄
え
な
く

な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

問　

市
民
へ
の
影
響
は
。

答　

す
ぐ
に
は
影
響
な
い
が
、

財
源
不
足
に
よ
り
急
激
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
も
考
え

ら
れ
る
。

問　

財
政
構
造
悪
化
の
ツ
ケ

は
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た

ち
に
重
く
の
し
か
か
る
が
。

答　

将
来
の
子
ど
も
た
ち
に

負
わ
せ
る
こ
と
な
く
今
の
世

代
で
対
応
し
て
い
く
。

問　

市
民
に
一
定
の
我
慢
を

お
願
い
す
る
中
で
、
公
務
員

の
人
件
費
を
聖
域
化
す
べ
き

で
な
い
と
考
え
る
が
。

答　

事
業
最
適
化
と
合
わ
せ
、

な
お
財
源
が
不
足
す
る
場
合

に
は
、
人
件
費
や
扶
助
費
も

聖
域
と
せ
ず
見
直
し
を
進
め

る
。　
　
　

（
財
務
部
長
）

問　

今
ま
で
は
、あ
ま
り
に
無

責
任
な
計
画
や
財
政
運
営
だ
っ

た
。将
来
へ
の
責
任
を
持
っ
て

市
政
運
営
を
す
る
時
で
は
。

答　

財
政
健
全
化
と
計
画
段

階
か
ら
手
法
の
精
査
や
選
択

と
集
中
を
行
い
、
責
任
あ
る

市
政
運
営
に
あ
た
る
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
市
長
）・求められる外郭団体改革や補助金の見直し

その他の質問

　　蒼士会
塩見　　聡  議員

非常に厳しい財政状況をうけて発行された
広報ふくちやま決算特別号

Q

A

一
般
質
問
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誰でも利用しやすい公共交通を
利便性の確保と効率化を図りたい

問　

バ
ス
停
の
配
置
基
準
、

高
齢
者
な
ど
へ
の
配
慮
は
。

答　

地
域
の
状
況
に
合
わ
せ

て
設
置
し
て
い
る
が
交
通
安

全
上
警
察
な
ど
関
係
機
関
と

調
整
す
る
。
地
域
要
望
で
新

設
す
る
こ
と
も
あ
る
。

問　

バ
ス
停
以
外
の
場
所
で

乗
降
が
禁
止
さ
れ
た
理
由
は
。

答　

市
バ
ス
・
自
主
運
行
の

区
間
で
は
バ
ス
停
以
外
で
も

降
り
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

フ
リ
ー
乗
車
は
警
察
と
の
協

議
で
判
断
す
る
が
以
前
接
触

事
故
も
あ
っ
た
の
で
実
施
し

て
い
な
い
。

問　

ど
う
し
た
ら
バ
ス
停
を

増
や
し
て
も
ら
え
る
か
。

答　

地
域
か
ら
の
要
望
で
バ

ス
停
間
の
長
さ
や
地
形
、
利

用
者
用
者
の
移
動
の
困
難
な

ど
地
域
の
実
情
、
特
性
に
応

じ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
。

問　

予
約
型
の
デ
マ
ン
ド
交

通
の
将
来
の
具
体
化
は
。

答　

三
和
で
は
運
行
効
率
が

悪
い
市
バ
ス
の
見
直
し
と
合

わ
せ
て
公
共
交
通
空
白
地
有

償
運
送
を
バ
ス
路
線
以
外
も

運
行
し
て
い
る
。
今
後
夜
久

野
・
大
江
地
域
で
も
導
入
の

可
能
性
を
協
議
調
整
し
た
い
。

問　

現
在
の
市
バ
ス
料
金
の

維
持
が
求
め
ら
れ
る
が
。

答　

三
和
は
暫
定
の
４
０
０

円
だ
が
本
格
導
入
ま
で
に
適

正
な
運
賃
を
見
極
め
た
い
。　

　

（
市
民
人
権
環
境
部
長
）

・災害の予防について
・高齢者予防接種費用の無料制度の改善について
・上夜久野保育園の存続について

その他の質問

〈デマンド交通実証実験〉
公共交通空白地有償運送の出発式

H29.10.2（三和地域）

Q

A
　　　日本共産党福知山市会議員団

紀氏　百合子  議員

市道笹場～小野線の早急な整備を
要望を継続し計画的に整備する

問　

本
市
は
、
今
年
度
調
査

設
計
費
と
し
て
１
千
万
円
を

予
算
計
上
し
た
。
国
の
予
算

は
な
ぜ
付
か
な
か
っ
た
の
か
。

答　
「
市
道
笹
場
小
野
線
」

は
、
平
成
26
年
８
月
の
豪
雨

災
害
で
２
箇
所
が
崩
落
し
、

岩
間
・
小
野
地
区
が
一
時
孤

立
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
中
六

人
部
・
下
六
人
部
両
地
区
か

ら
緊
急
避
難
道
路
と
し
て
整

備
要
望
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
、
昨
年
度
、
国
の
地

域
再
生
法
に
基
づ
き
事
業
化

を
図
り
、
道
整
備
交
付
金
の

予
算
要
望
を
国
へ
行
っ
た
。

ま
た
、
市
も
同
額
の
予
算
を

確
保
し
た
。
し
か
し
、
結
果

的
に
国
の
内
示
額
が
少
な
か

っ
た
。
理
由
と
し
て
、
国
が

地
域
再
生
法
を
強
く
推
進
し

た
た
め
多
く
の
自
治
体
で
新

た
な
取
り
組
み
が
増
え
、
全

体
と
し
て
国
の
予
算
配
分
額

が
少
な
く
な
っ
た
と
考
え
る
。

問　

市
道
で
あ
り
市
の
管
理

責
任
が
あ
る
。
ま
た
、
緊
急

の
避
難
道
路
で
も
あ
る
。
早

急
な
整
備
を
強
く
求
め
る
。

今
後
の
対
策
と
見
通
し
は
。

答　

本
市
と
し
て
は
、
当
該

路
線
の
必
要
性
は
、
十
分
認

識
し
て
い
る
。
事
業
規
模
も

大
き
い
こ
と
か
ら
本
交
付
金

を
活
用
し
て
計
画
的
に
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。
こ
の

た
め
道
整
備
交
付
金
を
継
続

し
て
国
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
。　

（
土
木
建
設
部
長
）

・けがや事故に対する安心・安全対策ついて
・中六人部地区計画の具体的な推進について
・まちづくりにつながる地域産業振興について

その他の質問

　　新政会
藤田　　守 議員

緊急避難道路でもある市道

Q

A

一
般
質
問
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中心市街地にまちなか居住を
居住は不十分、市民協働で進める

問　

中
心
市
街
地
と
は
。
本

市
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
。

答　

「
中
心
市
街
地
商
業
等

活
性
化
基
本
計
画
」
で
示
さ

れ
た
駅
周
辺
か
ら
旧
城
下
町

の
エ
リ
ア
だ
。
都
市
機
能
が

高
度
に
集
積
し
本
市
の
中
心

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。

二
期
計
画
は
４
つ
の
主
要
事

業
が
あ
り
、
活
性
化
協
議
会

で
検
討
し
て
進
め
て
い
る
。

問　

人
口
、
空
き
家
状
況
は
。

答　

今
年
は
５
４
０
７
人
、

23
年
か
ら
５
％
減
少
し
た
。

空
き
家
は
１
１
２
軒
、
空
き

店
舗
は
87
軒
に
増
加
し
た
。

問　

町
家
活
用
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
整
備
事
業
の
進
捗
は
。

答　

現
在
は
１
件
。
学
生
向

き
は
な
い
。
今
後
も
推
進
す

る
。

問　

ま
ち
な
か
居
住
応
援
事

業
は
棚
卸
し
で
廃
止
か
。
５

年
計
画
で
国
と
の
約
束
を
１

年
で
廃
止
で
き
る
か
。

答　

棚
卸
し
で
廃
止
し
た
の

で
は
な
く
、
活
用
が
少
な
い

の
で
28
年
度
で
廃
止
し
た
。

問　

観
光
に
偏
っ
て
い
る
。

居
住
に
重
点
を
置
く
べ
き
で

は
。

答　

観
光
、
商
業
支
援
と
同

時
に
居
住
者
を
増
や
す
こ
と

も
大
切
だ
。
今
後
は
ス
ト
ッ

ク
バ
ン
ク
の
推
進
な
ど
を
図

る
。　

（
農
林
商
工
部
長
）

問　

市
長
の
見
解
は
。

答　

ま
ち
な
か
居
住
は
十
分

で
は
な
い
。
第
二
期
計
画
は

少
し
ず
つ
成
果
が
上
っ
て
い

る
。
市
民
と
協
働
し
て
進
め

る
。　
　
　
　
　

（
市
長
）

・厚生会館の改修及び文化芸術振興基本方
針の策定について
・地域産業の育成・活性化について

その他の質問

シャッターが目立つ平日昼の新町通り

Q

A
　　　　　　大志の会

西田　信吾  議員

再エネプランは今どうなっている。
事業化検討会議で進めていく

問　

平
成
25
年
に
策
定
さ
れ

た
福
知
山
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
市
の
電

力
総
消
費
量
に
対
す
る
再
エ

ネ
で
の
発
電
量
の
割
合
を
、

当
初
の
１
・
２
％
か
ら
平
成

30
年
度
に
２
・
７
％
に
す
る

と
さ
れ
た
。
こ
の
目
標
値
の

達
成
度
は
。

答　

省
エ
ネ
効
果
で
消
費
量

が
減
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現

在
３
％
を
達
成
し
て
い
る
。

問　

プ
ラ
ン
の
理
念
は
「
人

の
環
」
「
地
域
の
環
」
「
未

来
の
環
」
で
あ
る
。
方
針
と

し
て
、
市
民
協
働
型
、
地
域

貢
献
型
、
地
産
地
消
型
、
世

代
間
交
流
で
推
進
す
る
と
し

て
い
る
。
地
域
資
源
を
活
用

し
、
需
給
の
循
環
シ
ス
テ
ム

を
作
り
、
市
内
で
資
金
を
回

す
こ
と
で
、
外
部
流
出
を
防

ぎ
、
地
域
活
性
化
を
促
す
と

い
う
理
念
や
方
針
通
り
の
シ

ナ
リ
オ
は
進
ん
で
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答　

地
球
温
暖
化
防
止
と
地

域
経
済
活
性
化
を
目
的
に
、

事
業
と
し
て
成
立
す
る
具
体

的
な
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
た

め
、本
年
８
月
７
日「
福
知
山

市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
化
検
討
会
議
を
設
置
し
た
。

問　

立
地
の
課
題
対
策
や
、

官
民
協
働
で
着
実
に
進
め
る

た
め
に
も
、
再
生
エ
ネ
条
例

を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

課
題
と
対
策
の
検
討
と

と
も
に
条
例
化
も
研
究
し
た

い
。　

（
環
境
政
策
室
長
）

・財政構造健全化指針について
・公共施設マネジメントの市有財産処分につ
いてのコストの検討について

その他の質問

　　福知山市議会公明党
足立　伸一  議員

山林はバイオマス資源の宝庫

Q

A

一
般
質
問
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※浚

しゅん

渫
せつ

…河川などの底面を浚
さら

って土砂などを取り去る土木工事

　　　日本共産党福知山市会議員団
大槻　富美子  議員

輪中堤内の住家の水害対策を急げ
大江町に排水ポンプ車を配備予定

問　

台
風
21
号
で
大
江
地
域

に
お
け
る
被
害
は
市
全
域
の

半
数
を
占
め
る
。
大
半
が
内

水
被
害
に
よ
る
も
の
だ
。
輪

中
堤
で
救
え
な
い
住
家
の
対

策
を
急
ぐ
べ
き
だ
。

答　

排
水
ポ
ン
プ
車
１
台
購

入
し
大
江
地
域
に
配
車
予
定

だ
。
国
、
府
、
市
で
計
10
台

の
ポ
ン
プ
車
を
適
時
に
配
備

し
被
害
軽
減
を
図
り
た
い
。

問　

大
江
地
域
に
ポ
ン
プ
施

設
を
整
備
す
る
べ
き
だ
。

答　

国
、
府
に
要
望
す
る
。

ま
た
、
国
、
支
川
管
理
者
と

内
水
対
策
を
検
討
す
る
。

問　

堤
内
地
で
も
宅
地
嵩
上

げ
の
検
討
を
。

答　

築
堤
完
了
地
域
で
の
宅

地
嵩
上
げ
は
困
難
と
国
か
ら

聞
く
。

問　

「
住
民
の
疲
弊
を
重
く

受
け
止
め
る
」
な
ら
ば
５
回

目
の
水
害
か
ら
住
民
を
守
る

た
め
に
支
川
改
修
の
具
体
的

検
討
を
。

答　

支
川
堤
防
は
困
難
と
聞

く
。
※

浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

な
ど
で
対
応
し

た
い
。

問　

事
業
所
は
嵩
上
げ
対
象

に
な
ら
ず
、
無
堤
地
区
、
嵩

上
げ
地
区
内
の
店
舗
は
13
年

間
に
４
度
の
水
害
に
遭
わ
れ

て
い
る
。
こ
ん
な
に
毎
回
水

害
に
遭
い
、
財
産
を
失
う
状

況
は
改
善
す
る
べ
き
だ
。

答　

水
害
で
大
変
な
御
苦
労

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
対
策
要
望
を
国
、

府
に
伝
え
る
。
ま
た
、
国
や

支
川
管
理
者
と
連
携
し
た
内

水
対
策
を
し
っ
か
り
検
討
し

た
い
。
（
土
木
建
設
部
長
）

・国民健康保険制度、府への一元化
でどう変わる

その他の質問

何度も水害を受ける事業所

Q

A

子どものことを真ん中に
子育て支援に力を入れている

問　

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

福
知
山
の
施
策
は
。

答　

子
育
て
家
庭
へ
の
個
別

支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

妊
婦
訪
問
、
新
生
児
訪
問
に

よ
り
、
育
児
不
安
が
強
い
時

期
に
、
保
健
師
や
助
産
師
な

ど
が
、
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体

制
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
施
設
で
は
、
子

育
て
世
帯
の
交
流
の
場
を
充

実
さ
せ
、
利
用
者
の
相
談
支

援
を
行
い
、
積
極
的
に
情
報

発
信
も
し
て
い
る
。
子
育

て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置
、

子
育
て
情
報
誌
の
発
行
、
Ｈ

Ｐ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
利
用
し
、
支
援
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
他
市
か
ら

転
入
さ
れ
た
方
々
よ
り
高
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
市
長
）

問　

見
え
て
き
た
今
後
の
課

題
と
対
応
は
。

答　

第
一
に
、
妊
娠
、
出
産

子
育
て
の
始
ま
り
時
期
の
支

援
で
、
孤
立
し
な
い
対
策
が

必
要
。
第
二
に
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
と
し
て
就
学
以
降

の
保
護
者
へ
の
支
援
。
第
三

に
、
子
育
て
支
援
の
担
い
手

対
策
と
し
て
、
保
育
士
人
材

確
保
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
「
人
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く

り
」
を
視
点
に
対
応
し
て
い

く
。

　
　

（
福
祉
保
健
部
理
事
）

・山林保全の対策について
・公共施設マネジメントの計画完全実施に向けて
・男女共同参画社会の実現に向けて

その他の質問

　　大志の会
桐村　一彦  議員

子育て情報誌「福知山市　子育てガイド」

Q

A

一
般
質
問
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戸田地区計画地での洪水可能性は
今後も起こらないとは言い切れない

問　

戸
田
地
域
に
商
業
施
設

の
建
築
が
可
能
に
な
る
地
区

計
画
区
域
の
追
加
拡
大
が
昨

年
７
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
判
断
は
適
切
だ
っ
た
か
。

答　

本
市
と
し
て
は
、
地
区

計
画
の
制
定
と
洪
水
の
頻
発

は
異
な
る
見
方
で
捉
え
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

問　

住
民
は
、
以
前
よ
り
災

害
リ
ス
ク
が
増
し
た
と
感
じ

て
い
る
。
今
後
、
洪
水
は
起

こ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の

か
。

答　

近
年
の
気
象
変
動
な
ど

に
よ
り
、
堤
防
な
ど
の
施
設

だ
け
で
は
安
全
を
確
保
で
き

な
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

戸
田
地
域
に
限
ら
ず
洪
水
、

内
水
被
害
の
可
能
性
は
あ
る
。

問　

地
区
計
画
制
度
は
見
直

し
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

法
令
上
、
建
築
制
限
が

か
か
る
土
地
以
外
で
は
今
後

も
区
域
を
設
定
す
る
つ
も
り

だ
。

問　

戸
田
に
計
画
さ
れ
て
い

る
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
今

回
の
台
風
で
も
陸
の
孤
島
と

な
っ
た
場
所
に
予
定
さ
れ
て

い
る
。
住
民
か
ら
も
反
対
の

意
見
が
あ
る
と
聞
く
が
、
予

定
の
位
置
で
問
題
無
い
の
か
。

答　

地
元
で
そ
う
し
た
声
が

あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
位
置
が
最
適
で
あ
る

と
し
て
国
土
交
通
省
が
決
め

た
。引
き
続
き
理
解
を
求
め
、

現
在
の
位
置
で
推
進
し
て
い

き
た
い
。（
土
木
建
設
部
長
）

・近隣の住環境に悪影響を及ぼす施設・建物
への対策について
・スクールバスの小中学校共同利用の可能性
について

その他の質問

　　蒼士会
髙橋　正樹  議員

防災ステーションのイメージ図（戸田橋南詰）
（広報ふくちやま4月号より）

Q

A

再発した岩沢堤防の漏水対策は
国や府に対策を要望していく

問　

台
風
21
号
の
大
雨
に
よ

り
、
由
良
川
の
水
位
は
堤
防

決
壊
が
予
想
さ
れ
る
７
ｍ
39

㎝
ま
で
水
位
が
上
昇
し
た
。

中
心
市
街
地
を
水
害
か
ら
守

る
寺
町
地
区
内
に
設
置
さ
れ

た
岩
沢
堤
の
複
数
箇
所
か
ら

今
回
も
漏
水
が
発
生
し
た
。

平
成
25
年
８
月
豪
雨
（
８
ｍ

30
㎝
）
の
漏
水
発
生
後
、
国

交
省
に
よ
る
岩
沢
提
の
漏
水

対
策
工
事
が
実
施
さ
れ
て
か

ら
市
民
は
安
心
し
て
い
た
の

だ
が
再
度
発
生
し
た
漏
水
事

象
に
、
市
は
ど
う
対
応
し
て

い
く
の
か
。

答　

原
因
は
特
定
で
き
な
い

が
、
国
交
省
と
共
に
提
内
側

の
漏
水
を
確
認
し
て
い
る
。

市
と
し
て
改
め
て
確
認
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
長
）

問　

築
90
年
が
経
過
し
た
岩

沢
提
に
は
漏
水
対
応
で
は
な

く
、
地
下
へ
の
防
水
矢
板
の

打
ち
直
し
や
、
堤
防
厚
を
増

加
す
る
な
ど
抜
本
的
な
防
水

補
強
対
策
を
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

国
交
省
か
ら
は
、
当
面

は
巡
視
な
ど
を
実
施
し
安
全

を
確
認
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

堤
防
の
浸
透
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
は
計
画
し
て
い
る
未

施
工
部
分
の
確
実
な
着
手
を

国
土
交
通
省
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　

（
土
木
建
設
部
長
）

・中心市街地の道路安全対策
・市民病院駐車場の安全対策

その他の質問

　　蒼士会
田渕　裕二  議員

再び漏水が発生した岩沢提(寺町側）

Q

A

一
般
質
問
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委
員
会
活
動
報
告

市民病院の現状と未来（高齢化の進行と医療・保健・福祉）
香川惠造市民病院長の講演

議
員
研
修
会
を
開
催

実
施
日

11
月
22
日（
水
）

　

香
川
院
長
を
座
長
と
し
て
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
連
携
に
つ
い
て
総
合

ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
が
現
在
、
進
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
思

い
や
病
院
経
営
に
つ
い
て
お
話
を

伺
っ
た
。

主
な
講
演
概
要

〇
驚
く
ほ
ど
の
高
齢
化
が
進
み
日
本

の
医
療
は
分
岐
点
に
立
っ
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は
医
療

が
介
護
や
福
祉
の
中
心
に
な
る
必
要

が
あ
り
、
真
剣
な
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

〇
市
民
病
院
は
京
都
北
部
で
唯
一
の

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
し
か

し
、
全
国
一
律
の
診
療
報
酬
で
は
地

方
の
高
度
医
療
は
不
可
能
と
な
る
。

現
在
病
院
は
黒
字
だ
が
、
高
薬
価
と

人
件
費
の
上
昇
で
病
院
経
営
は
苦
し

い
。

〇
大
江
分
院
に
お
い
て
訪
問
看
護
や

訪
問
診
療
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
分

院
は
総
合
診
療
医
を
育
て
る
拠
点
と

位
置
付
け
て
い
る
。

〇
福
知
山
踊
り
に
よ
る
認
知
症
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
認
知
症
機
能

テ
ス
ト
で
は
踊
り
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

さ
ら
に
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

〇
市
民
病
院
の
よ
う
な
地
域
基
幹
病

院
に
お
い
て
も
在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
が

必
要
で
あ
り
、
診
療
所
と
協
力
し
つ

つ
在
宅
医
療
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

努
力
が
必
要
だ
。
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
充
実
が
カ
ギ
を
握
る
。

教育厚生
委 員 会

市道の舗装修繕などの推進を
より効果的な修繕を検討していく

問　

市
道
改
修
の
考
え
方
は
。

答　

舗
装
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
市
内
を
四
つ
の
エ

リ
ア
に
分
け
単
価
契
約
を
行

い
緊
急
性
・
必
要
性
・
効
果

な
ど
を
勘
案
し
取
り
組
ん
で

い
る
。

問　

１
０
４
９
㎞
に
も
及
ぶ

市
道
の
点
検
・
管
理
方
法
は
。

答　

一
班
２
名
体
制
で
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

る
。

問　

修
繕
計
画
・
優
先
順
位

は
。

答　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地

元
要
望
な
ど
に
よ
り
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
、
緊
急
性
・

安
全
性
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら

順
次
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、

京
都
府
の
要
望
制
度
を
参
考

に
新
た
な
手
法
の
検
討
を
し

て
い
く
。

問　

篠
尾
地
区
は
特
に
路
面

状
況
が
悪
い
が
。

答　

宅
地
化
の
進
行
に
よ
る

道
路
利
用
形
態
の
変
化
に
よ

り
、
部
分
的
に
路
面
状
況
が

悪
い
の
は
把
握
し
て
い
る
。

毎
年
修
繕
は
実
施
し
て
い
る

が
、
今
後
と
も
、
よ
り
効
果

的
な
修
繕
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

市
道
維
持
管
理
の
見
通

し
と
課
題
は
。

答　

今
後
、
道
路
維
持
管
理

に
お
け
る
修
繕
箇
所
が
増
え

る
こ
と
に
よ
る
対
応
が
課
題

と
な
る
。
経
済
性
を
考
慮
し

な
が
ら
効
率
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
　
　

（
土
木
建
設
部
長
）

・職員のやる気と成長を促す組織づくりにつ
いて
・土砂災害警戒区域等と建築制限・土地評価
額等への影響について

その他の質問

　　新政会
柴田　　実  議員

路面状況が悪く危険な大字篠尾地区の市道

Q

A

一
般
質
問
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委
員
会
活
動
報
告

これまで以上に内水被害軽減対策が求められる…
台
風
21
号
に
よ
る
被
災
状
況
を

現
地
調
査
！

活
動
日

11
月
16
日（
木
）

　

本
年
度
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
る「
地

域
に
出
向
き
能
動
的
・
機
動
的
な
委

員
会
活
動
」の一環
と
し
て
11
月
16
日

に
委
員
会
を
行
い
、10
月
の
台
風
21
号

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
地
域
の
現
地

視
察
を
実
施
し
た
。市
内
の
被
災
状

況
を
委
員
全
員
で
共
有
し
、今
後
の

委
員
会
活
動
の
方
向
性
を
考
え
て
い

く
た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

被
害
の
大
き
か
っ
た
大
谷
川
周
辺
、

土
、
石
原
、
川
北
、
庵
我
地
域
、
大

江
町
河
東
地
域
、
三
河
、
河
守
新
町
、

蓼
原
、
下
天
津
な
ど
を
順
次
訪
問
し
、

主
に
そ
の
地
域
に
在
住
す
る
委
員
か

ら
被
災
状
況
の
説
明
を
受
け
た
上
で
、

復
旧
状
況
を
確
認
す
る
視
察
を
行
っ

た
。

　

遷
喬
地
域
で
内
水
被
害
を
引
き
起

こ
し
た
大
谷
川
周
辺
で
は
、
現
在
京

都
府
に
よ
り
改
修
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
現
地
を
視
察
し
て
一
日

も
早
い
完
了
の
必
要
性
を
再
確
認
し

た
。

　
　

　

ま
た
、
大
江
町
の
尾
藤
川
周
辺
で

は
、
樋
門
閉
鎖
に
よ
り
溢
れ
た
水
で

内
水
氾
濫
が
発
生
し
た
一
帯
の
説
明

を
受
け
、
排
水
ポ
ン
プ
車
の
迅
速
な

出
動
の
必
要
性
を
実
感
し
た
。

　

下
天
津
で
は
、
宅
地
嵩
上
げ
が
完

了
し
た
住
居
は
浸
水
被
害
を
免
れ
た

実
態
を
確
認
し
、
宅
地
嵩
上
げ
事
業

の
早
期
進
捗
に
向
け
て
、
要
望
を
続

け
る
必
要
性
を
再
認
識
し
た
。

　

現
地
視
察
終
了
後
は
、
今
後
の
本

委
員
会
の
活
動
の
あ
り
方
を
議
論
し

た
。
台
風
21
号
で
は
、
内
水
氾
濫
に

よ
る
家
屋
浸
水
被
害
が
顕
著
と
な
り
、

今
後
は
内
水
被
害
軽
減
対
策
に
向
け

て
、
国
や
京
都
府
に
対
し
て
要
望
活

動
や
働
き
か
け
を
強
化
し
て
い
く
必

要
性
を
再
確
認
し
た
。

由良川改修促進
特別委員会

大谷川周辺を現地視察

内水被害が発生した尾藤川下流一帯

有害鳥獣対策の一層の強化を京都府に要望
産業支援センター「ドッコイセ！biz」現地を確認

有
害
鳥
獣
対
策
強
化
に
関
す
る

要
望
活
動

活
動
日

11
月
27
日（
月
）

場　

所

福
知
山
地
方
総
合
庁
舎

　

京
都
府
へ
有
害
鳥
獣
対
策
強
化
に

関
す
る
要
望
を
行
っ
た
。

　

要
望
内
容
は
、
①
中
丹
地
域
有
害

鳥
獣
処
理
施
設
の
管
理
運
営
に
か
か

る
財
政
支
援
②
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策

の
強
化
と
財
政
支
援
③
有
害
鳥
獣
防

除
対
策
に
か
か
る
財
政
支
援
④
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
の
個
体
数
管
理
と
人
命
優

先
か
つ
迅
速
な
対
応
の
４
項
目
で
あ

る
。

　

地
域
で
は
高
齢
化
が
進
む
中
、
有

害
鳥
獣
の
防
除
対
策
が
ま
す
ま
す
困

難
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
危
険
性

を
伴
う
ク
マ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
本

市
で
人
的
被
害
も
発
生
し
て
い
る
。

委
員
会
で
は
こ
う
し
た
喫
緊
の
課
題

に
対
し
、
継
続
的
支
援
を
強
く
求
め

た
。
今
後
も
現
場
の
生
の
声
聞
く
中

で
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
取
組
み

が
求
め
ら
れ
る
。

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
の
準

備
状
況
と
現
地
を
確
認

活
動
日

12
月
21
日（
木
）

 

「
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
開
設
が

迫
る
中
、
準
備
状
況
の
報
告
を
受
け

現
地
（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
内
）
を
視

察
し
た
。
開
設
に
向
け
た
準
備
は
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
12
月
15
日
か
ら

相
談
の
予
約
も
開
始
さ
れ
た
。

　

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
は

「
ド
ッ
コ
イ
セ
！
ｂ
ｉ
ｚ
」
に
決
定
。

　

委
員
会
と
し
て
も
、
今
後
の
状
況

を
見
守
り
な
が
ら
、
「
ド
ッ
コ
イ

セ
！
ｂ
ｉ
ｚ
」
が
本
市
の
産
業
振
興

や
起
業
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
機
能

す
る
よ
う
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

産業建設
委 員 会

有害鳥獣対策の強化を京都府へ要望

市民交流プラザ内で開設される
「ドッコイセ！biz」
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委
員
会
活
動
報
告

行
政
視
察
報
告
会
を
実
施

11
月
20
日
（
月
）

１
委
員
会
５
会
派
が
報
告

　

市
議
会
の
委
員
会
や
会
派

に
よ
る
視
察
研
修
の
成
果

を
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
報
告

し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
、
報
告
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、

視
察
時
の
様
子
な
ど
を
紹
介

し
な
が
ら
報
告
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

報
告
書
を
公
開
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
報
告
会
の
様
子

は
、同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
委

員
会
等
の
録
画
配
信
」
か
ら

視
聴
で
き
ま
す
。

タブレットと大型スクリーンを活用した一般質問
～より分かりやすく身近な議会へ～

タブレットと大型スクリーンを活用した一般質問
～より分かりやすく身近な議会へ～

タブレットと大型スクリーンを活用した一般質問
～より分かりやすく身近な議会へ～

府内初

　

議
会
改
革
検
討
会
議
で

は
、
議
会
運
営
の
効
率
化

を
図
り
、
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
実
現
さ
せ
る
た

め
、
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
（
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
な

ど
）
の
調
査
研
究
を
進
め

て
き
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
議

会
運
営
に
有
効
活
用
し
、

そ
の
効
果
を
市
民
に
還
元

す
る
た
め
の
検
討
を
積
み

重
ね
、
平
成
29
年
度
に
試

行
導
入
と
い
う
形
で
事
業

化
が
決
定
。
10
月
か
ら
全

議
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

が
貸
与
さ
れ
た
。

　

使
用
に
あ
た
っ
て
は

「
情
報
通
信
機
器
使
用
規

定
」
を
策
定
し
、
厳
重
な

情
報
管
理
の
中
で
、
本
会

議
、
各
委
員
会
、

ま
た
、
個
々
の

議
員
活
動
な
ど

で
使
用
を
開
始

し
た
。

　

導
入
後
、
約

１
カ
月
で
効
果

を
検
証
し
た
結

果
、
紙
の
資
料

と
比
較
し
、
迅

速
か
つ
正
確
に

情
報
が
共
有
で

き
、
効
率
的
な

会
議
運
営
が
可

能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
会

議
資
料
も
、
１
カ
月
で

１
９
８
０
枚
の
削
減
に
つ

な
が
っ
た
。
さ
ら
に
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
庁
舎
外

で
も
携
帯
し
、
最
新
の
災

害
情
報
や
行
政
計
画
な
ど
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
迅
速
に

情
報
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

12
月
定
例
会
で
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
一
般
質
問
を
実
施
。
本

会
議
場
に
設
置
し
た
大
型

の
ス
ク
リ
ー
ン
に
質
問
内

容
に
関
す
る
写
真
や
図
表

を
投
影
し
て
解
説
す
る
な

ど
、
傍
聴
者
な
ど
に
も
分

か
り
や
す
い
一
般
質
問
を

行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
議
会
の
機
能
強
化
に
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

タブレット端末活用による一般質問

タブレット端末を活用し、スクリーンに
質問内容の写真、図表等を投影

議会改革　議会 ICT化の推進
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福知山公立大学で高校生、大学生が模擬選挙を実施し、
若者の政治参加などについて議員とグループディスカッション
福知山公立大学で高校生、大学生が模擬選挙を実施し、
若者の政治参加などについて議員とグループディスカッション
福知山公立大学で高校生、大学生が模擬選挙を実施し、
若者の政治参加などについて議員とグループディスカッション

第11回議会報告会「市議会と語ろう！」
市議会と福知山公立大学22名が意見交換

① 「フューチャーセッション」
　多様な人が集まり、それぞれの課題を自分の課題ととらえ未来志向で対話
し、そこから生み出されたアイデアに従って相互協力しながらアクション
を起こして課題を解決する場。

② 「シティズンシップ教育」
　市民としての資質・能力を育成するための教育

広報広聴委員会

議会改革検討会議

福知山公立大学講義「地域協働論」に参加
実施日　平成29年11月10日（金）
　福知山市議会は、福知山公立大学からの要請を受け、公
立大学で開催された講義「地域協働論」に参加した。参加
者は市議会議員25名、主権者教育の取り組みを展開してい
る京都府立大江高等学校生21名と公立大学生81名である。
講義は公立大学杉岡秀紀准教授が担当した。
　今回の講義は、議会改革が進む市議会と連携し議員の生
の声を聞きながら、大学生と高校生が地域協働の観点から
模擬選挙と①フューチャーセッションを実施し、若者の政
治参加や②シティズンシップ教育の在り方を考えることを
趣旨として開催された。
　講義会場で参加者はそれぞれ12のグループに分かれてお
互いに顔の見えるように席に着いた。自己紹介を行いなが
ら、また、先月に開催された衆議院議員選挙で投票に行っ

た、行かなかったなど、それぞれの感想を語り合いながら
和やかな雰囲気で進められた。
　次に模擬選挙では、あらかじめ仮想政党を設定し、参加
者に配付された政党ごとのマニフェストを確認後、選挙管
理委員会で用意された投票箱に参加者の高校生と大学生全
員が投票を行った。
 また、その後のグループディスカッションでは全グループ
共通のテーマ「地元の議会（政治）と若者の距離を縮める
方策とは」について意見交換を行った。「身近で開かれた
議会を推進してきたものの、若者が身近に感じるきっかけ
が必要では」「こうした機会を今後も継続して実施すべ
き」など多くの意見が出された。今回の意見を今後の議会
改革に生かし、若者と議会の距離を縮める取り組みを一層
推進していきたい。

講義「アカデミック・スキルズⅡ」で
議会報告会を実施
実施日　11月30日(木)
　福知山市議会では、市民の声を聴くこと、議会の活動を
知ってもらうことを目的に議会報告会を開催している。
　今回は、学生を対象に議会活動の報告や意見交換を行
い、若年世代の行政や議会への関心の向上を図った。
　最初に議会側から、開催趣旨および議会の概要説明を口
頭により説明し、続いて４常任委員会に分かれて意見の交
換を行った。グループワークでは、各テーマに沿った活発
な意見交換が行われた。
　次に全体会に移り、９月定例会・11月臨時会の概要報告
を行った。

　最後に、グループワークで出された意見を集約したもの
を、各委員長が発表した。
　当日は、学生のリクエストで、カジュアルな服装で参加
したこともあり、「議員との話し合いがおもしろかった」
「福知山の現状が聞けて良かった」「もっと長い時間や、
別のところにも参加したい」など、さまざまな意見があり、
大変有意義な議会報告会となった。
　広報広聴委員会では、福知山公立
大学の講義で議会報告会が開催され
たことにより、各委員会と公立大学
との連携・交流が進んで行くことを
期待している。次回、議会報告会は
2月19日（月）に開催。
（※詳細は表紙に記載）

　

今
年
は
戌
年
で
す
。

犬
は
古
く
か
ら
人
と
付

き
合
い
社
会
性
の
あ
る

忠
実
な
動
物
で
す
。人

に
と
っ
て
最
も
親
し
い

友
人
と
言
っ
て
い
い
と

思
い
ま
す
。干
支
の
戌
に

は
勤
勉
で
努
力
家
と
い

う
意
味
が
あ
る
そ
う
で

す
。

　

福
知
山
市
議
会
は
10

月
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
ま
し
た
。３

月
ま
で
試
行
導
入
で
す

が
、事
務
局
や
議
員
間

の
連
絡
が
容
易
に
な
り
、

本
会
議
や
委
員
会
で
の

紙
資
料
が
な
く
な
る
な

ど
成
果
が
上
が
っ
て
お

り
ま
す
。今
後
は
さ
ら
に

市
民
の
皆
さ
ま
と
の
意

見
交
換
や
広
報
に
活
用

し
、開
か
れ
た
議
会
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
主
役
は
市
民
で

す
が
、議
会
は
、議
員一人

ひ
と
り
の
自
覚
と
責
任

感
が
不
可
欠
で
す
。全

員
が
戌
年
に
ち
な
ん
で

勤
勉
と
努
力
を
重
ね
職

務
を
果
た
し
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
広
報
広
聴
委
員
会
）

※今回、議員訪問インタビュー「元気やで福知山！！」は誌面の都合によりお休みします。


